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　校友会山桜会の皆さまには、日頃よりご支援を賜り、有り難
く心より感謝申し上げます。
　中高等学校は、今年度より「教育改革第Ⅲ期」と位置づけ、
さらに「活力ある学校」の実現を目指して、教育活動の質を高
めてまいります。
　私学は、「こういう時代だからこそ、こういう人財を育成したい」
という建学の精神から、創設されております。
　本学院におきましても、そうした創設者の「志」は、学院教
育理念「独立自彊・社会有為」に集約、象徴され、現在に至る
まで、継承発展されてきています。
　本校におきましては、現下の不透明で不安定な時代状況だ
からこそ、「自己肯定感」・「関係性の力」をキーワードに、学
院教育理念「独立自彊・社会有為」を学習・生活・ＨＲ・行事・
クラブ活動など、すべての教育活動の基軸に据えて、教育理念
に基づく人間形成教育に、今後とも継続して努めてまいります。
特に、改革第Ⅲ期の新たな「教育３本柱」として、①「学習」強
化　②「アウトプット教育」の推進　③「国際教育」の充実を掲
げました。

　「学習」面ですが、本校
の生徒たちは、ほんとうに
健気に真面目に学習します。
そうした生徒たちの真摯な
姿勢に応えるべく、先生方
の「教育力」向上を、今年
度も重点目標にしておりま
す。また、生徒諸君の「学力」
が確実に定着し伸びるよう
に、本校独自の「学力向上
メソッド」を構築し、学校を
挙げて取り組みを深めてい
きます。

　「アウトプット教育」と「国際教育」についてですが、この二
つの教育はセットで考えております。
時代状況、社会情勢が大きく変動するなか、価値観・教育観
も変化しています。
　こうした時代状況のなかで、生徒たちが将来豊かに生活して
いくために、大切な教育であると捉えております。
　本校においては、生徒の英語コミュニケーション力の向上を
図りつつ、「インプット」面を充実させ、それらを踏まえて、自
らの「意見形成」を行い、発言・行動できる「アウトプット力」
を身に付けることを目標にした教育に取り組んでいきます。
　お蔭さまをもちまして、今年度、中高等学校は、中学校、高
等学校とも志願者、入学者が増大いたしました。昨年度、高
等学校は、大阪府下の高校入試で学校別の倍率がトップでし
たが、今年度は、さらにそれを上回る入学者数でした。
生徒・保護者の皆さまの期待の大きさに襟を正す思いでおりま
す。
教職員一丸となりまして、さらに教育活動に邁進してまいります。
今後とも、皆さまのご支援をお願い申し上げます。

「私学」ならでは、「追手門」ならではの教育を目指して
今年度より、教育改革「第Ⅲ期」がスタートします
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下さい。
35年の実績で多くのカップルが
誕生しました。
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